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「キリスト教神学」＝「キリスト教神学」＝『『キリスト教教理入門キリスト教教理入門』』

1. 神学をすること

2. 神の啓示

3. 神の性質

4. 神のみわざ

5. 人間

6. 罪

7. キリストの人格

8. キリストのみわざ

9. 聖霊

10. 救い

11. 教会

12. 終末



第十一部第十一部 教会論教会論

「キリスト教神学」

50章 教会の性質

51章 教会の役割

52章 教会の政治

53章 教会の入会の儀

式：洗礼式

54章 教会の継続的儀

式：聖餐式

55章 教会の一致

『キリスト教教理入門』

第３５章 教会の性質

第３６章 教会の役割と
政治

第３７章 教会の儀式：
洗礼と聖餐



第十一部第十一部 教会論教会論

第３５章第３５章 教会の性質教会の性質

1. 「教会」という用語の基本的意味

2. 教会の一体性

3. 教会の聖書的イメージ
1. 神の民
2. キリストのからだ
3. 聖霊の宮

4. 意味合い



クリスチャン生活の二面性クリスチャン生活の二面性

個人的側面

集合的側面

信仰生活の二面性



１．「教会」という用語の基本的意味１．「教会」という用語の基本的意味

1. 社会における一つの
組織－社会科学

2. 聖書の資料－旧約
(カハール)、新約(エ
クレシア)

3. 二つの意味
1. 普遍教会
2. 地理上の地方教会

普遍教会

地方教会



２．教会の一体性２．教会の一体性

1. イエスの大祭司的祈り、パウロの議論
2. 数え切れないほどの教派、敵意
3. 一致についての異なった概念

1. 霊的一致
2. 相互の認知と交わり
3. 会議における一致
4. 組織的・有機的一致

4. それぞれの教派は、関わりあいの程度を決定しな
ければならない



教会についての聖書的イメージ教会についての聖書的イメージ

１００以上のイメージ

どのように整理？

三位一体論的視点



３．教会の聖書的イメージ３．教会の聖書的イメージ

１．神の民１．神の民

1. わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民
となる

2. 神による主権的選び

3. ユダヤ人とともに異邦人も

4. 割礼は神の所有権の証拠

5. 御霊による心の割礼

6. 聖潔についての特別の性質



３．教会の聖書的イメージ３．教会の聖書的イメージ

２．キリストのからだ２．キリストのからだ

教会がキリストの活動の焦点

1. キリストはすべての支配と権威の頭である

2. 御霊の賜物－からだの相互の結びつき

3. 信者は励ましあい、建て上げあう

4. 親密な感情とお互いについての理解

5. 統一されたからだである

6. 普遍的である

7. キリストの奉仕の拡大されたもの



３．教会の聖書的イメージ３．教会の聖書的イメージ

３．聖霊の宮３．聖霊の宮
1. 御霊－教会を創造されたお方
2. 個人的基盤と集合的基盤
3. 御霊の実という特質の分与
4. 教会に力を運ばれるお方
5. からだのうちに一致を生み出される
6. 御霊の導きに対する感受性
7. 真理を思い起こさせられる
8. 教会の主権者、御霊の賜物の分与者
9. 御霊は教会を聖なるものとし、純粋なものと



４．意味合い４．意味合い

1. 教会は第一義的には社会学的現象と考えられる
べきではない。

2. 教会は三位一体の神への関係のゆえに存在する。
3. 教会は主の臨在と世界への奉仕の継続である。
4. 教会は再生した信者の交わりであるべきである。
5. 教会は神の創造物であるが、不完全な人間から
作り上げられている。


